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働かないアリはコロニーの長期的存続に必須であることが判明 

 

 

研究成果のポイント 

 ・アリのコロニーに存在する働かないアリは，他のアリが疲れて働けないときに仕事を代わりに行う。 

・普段働かないアリは常に誰かがこなさなければならない仕事を，他のアリが疲れて働けないときに

こなす。 

・従って，組織の長期的存続を確保するためには，短期的効率を下げる一見ムダな働かないアリをあ

る程度確保しておくことが必要になる。 

 

研究成果の概要 

アリのコロニーにはほとんど働かないアリが常に存在しますが，これらのアリは他のアリが働かな

いときには働きます。短期的効率を下げる，一見ムダな働かないアリはなぜ存在するのでしょうか。

コロニーには常に誰かがこなしていないと全体が致命的なダメージを受ける仕事があり，他のアリが

疲れて働けないときに，疲れていない働かないアリが仕事を交代でやることにより，コロニーの致命

的な被害を防ぐことができます。よって，コロニーの長期的存続を保証するためには，常に働かない

アリを常駐させることが必要となります。シミュレーションでは，働かないアリを持つコロニーの方

が長続きすることが示されました。また，実際のアリのコロニーでも，働くアリが休んでいるときに，

普段働かないアリが働いていることが示されました。 
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研究成果の概要 

（背景） 

社会性昆虫のコロニーにはほとんど働かないワーカーが常に２～３割存在しますが，これらはコロ

ニーの短期的な生産効率を下げるため，短期的効率を高める自然選択の存在下でなぜいるのかは大き

な謎でした。 

（研究手法） 

普段働かないワーカーが，他の全てのワーカーが疲れて働けないときに代わりに働くというシステ

ムと，全員が一斉に働くというシステムを，疲労の存在下でどちらが長く存続するかを比較しました。

また，実際のコロニーで，よく働いているアリが休んでいるときに，普段働かないアリが働くかどう

かを調べました。 

（研究成果） 

疲労が存在しないときには，２つのシステムの存続時間に差はありませんでしたが，疲労が存在す

ると，働かないワーカーがいるシステムの方が長続きしました。こうなるのは，普段働くワーカーが

疲れて働けなくなるときに，疲れていない普段働かないワーカーが，誰かがこなしていないとコロニ

ー全体が致命的なダメージを受ける仕事を代わりにこなすことで，危機的な瞬間を逃れることができ

るからだということが示されました。実際のコロニーでも，普段働かないアリは，働くアリが休んで

いるときに働いていることが示され，社会性昆虫の持つ働かないワーカーをあえて常駐させるような

非効率的なシステムが，コロニーの長期的存続には欠かせないものであることが判明しました。 

（今後への期待） 

社会性昆虫に限らず，人間の組織を含め，組織の短期的効率を求めすぎると大きなダメージを受け

ることがあることから，組織運営全般に関して，長期的存続の観点を含めた上で考えていくことの重

要性が示されました。 
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